
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すみかわ 
苫小牧市立澄川小学校 

学校通信 第６号 令和８年９月２４日 

・自ら学ぶ創造的な態度をもつ子ども 

・豊かな心を持ち人と協力できる子ども 

・健康な体をもち最後までがんばりぬく子ども 

℡ 67-3131  

 

当たり前が一番むずかしい、のかも 
 校長 赤 塚 恒 太 

▼１１日（金）に避難訓練を実施しました。地震が起こり、グラウンドに避難したのもつかの間、津波

警報が発出され、学校に戻る、といった内容です。胆振東部地震から８年、カムチャツカ半島地震によ

る津波警報から１年、と当時のことを思い出します。 

▼ここ最近、「当たり前」について考えることが多くなりました。きっかけは自分の病気です。「この短

期間で、ここまで回復した人は初めてです」と作業療法士さんに言われるものの、いまも心臓の働きは

通常の人の半分程度です。生活は一変しました。したいこともできず、食べたいものも食べられずで、

これまでの当たり前の生活ができなくなりました。体重が減ったのはよいのですが。 

▼そして、当たり前の生活を送ることが難しい世の中になったと思っています。 

・津波警報や注意報が出たこと 

・大雨が降ったこと 

・夏の気温が高くなり、学校でのエアコンの使用を考えること 

・地震が起ったこと 

・クマが出没したこと 

・がけ崩れが起きそうになったこと 

・コロナで日常生活が送れなくなったこと などなど 

▼私たちは、不幸な出来事があって、当たり前の日常がいかに幸せなものか気付かされることがありま

す。これはごくごく自然なことと思います。風邪をひかないように、と言われてもなかなか思うように

予防することはできないものです。 

▼とはいえ、普段から予防することは難しくても、当たり前に日常生活を送れることに感謝することは

そう難しいことではありません。 

 ・今日もケンカやケガなく学校生活を送れたこと 

 ・おいしい給食やごはんが食べられたこと 

 ・友達やおうちの方と楽しくお話できたこと 

このように考えると学校に無事に登校できたこと自体とても素敵なことと思えます。私が校長になった

ときは「とにかく無事に学校にきてくれればそれでいい、学校に来られなくても元気ならひとまずいい」

と登校して来る児童を見て思ったものです。最近、そのことを思い出しました。 

▼シェフ杉野 英実 氏は「当たり前が一番難しい」と言い、５年生教室廊下には「凡事徹底」という

言葉を掲示しています。ときには、当たり前の生活をおくる児童の努力を認め、褒めてあげることも大

切かも大切かもしれませんね。 

 

先日、校門に朝立っていると、「校長先生、今朝の空気は気持ちがいいですね」と言ってくれた女の

子がいました。その子にとっては何気ない一言だったのかもしれませんし、はたまた、とても良い気

持ちになったことが言葉として出て来たのかもしれません。いずれにしても、私もとても良い気持ち

になりました。そのような感性を普段からもてるということは本当に素敵だなと思いました。 

←下線部は全て今

年度の出来事です 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

１０月の行事予定 
日 曜 行 事 

１ 木 ５年宿泊学習 

２ 金 
５年回復休業日 

６年卒業アルバム撮影 

５ 月 
前期通知表配付 

後期児童会活動① 

６ 火 

S 日課 

保護者面談 

１～３年 ４時間授業 ４～６年 ５時間授業 

６年視力検査 

７ 水 

認証式（昼） 

５年視力検査 

PTA 係活動（交通安全街頭指導係）7:30～ 

     （交通安全街頭指導係）14:10～ 

８ 水 

S 日課 

１～３年 ４時間授業 ４～６年 ５時間授業 

４年視力検査 

保護者面談 

９ 金 

S 日課 

１～３年 ４時間授業 ４～６年 ５時間授業 

３年視力検査 

保護者面談 

12 月 スポーツの日 

13 火 

S 日課 

１～３年 ４時間授業 ４～６年 ５時間授業 

おはなしの会（１・２年）３・４時間目 

２年視力検査 

保護者面談 

14 水 

S 日課 

１～３年 ４時間授業 

１年視力検査 

保護者面談 

15 木 
つくし視力検査 

PTA 読み聞かせボランティア 

16 金 

３年こころの授業（２～４時間目） 

４年美術博物館学習（２組） 

PTA 係活動（トイレ・手洗い場清掃係） 

学年通信発行 

19 月 クラブ活動（４年生以上） 

20 火 PTA 読み聞かせボランティア 

21 水 
S 日課３時間授業（給食なし）11：10 下校 

就学時健診 

22 木 PTA 読み聞かせボランティア 

23 金 

スクールカウンセラー在校日 

４年美術博物館学習（１・３組） 

５年認知症キッズサポーター養成講座 

（５時間目） 

第２回漢字検定（緑陵中）15:45～ 

27 火 
PTA 読み聞かせボランティア 

ノー会議デー 

28 水 ６年修学旅行 

29 木 ６年修学旅行 

30 金 
６年回復休業日 

学年通信発行 

 
苫小牧市内の小学校の通知表は、 

2期制（前・後期）となっており、前期の 

通知表は１０月５日(月)に配付いたしま 

す。 

算数サポート・プール学習へのサポート 

ありがとうございます 
 

９月８日（火）と９月１０日（木）の放課後、それぞれ高学

年と中学年を対象に算数サポートを行いました。来ていた

だいた保護者の方には、プリントの丸付けを中心にお手伝

いいただきました。また、７月１３日（月）、８月２７日（木）、

３１日（月）、９月９日（水）、１９日（金）には、プール学習を

行いました。来ていただいた保護者の 

方には、着替えの補助などをお手伝い 

いただきました。ありがとうございました。 

これからも不定期でサポート募集のお知らせをいたし

ますので、よろしければご参加ください。 

 

地震・大津波を想定した避難訓練 

９月１１日（金）に、地震・大津波を想定した避難訓練を

実施しました。避難時の５つの約束の「おさない」「はしら

ない」「しゃべらない」「もどらない」「ていがくねんゆうせ

ん」をしっかりと守って、落ち着いて避難することができま

した。 

 

地震や津波の被害にあう場面は、学校だけとは限りま

せん。「家族でいるときはどうするか」「子供たちだけでい

るときはどうするか」など、ご家庭でも話題にしていただけ

ればと思います。 

苫小牧市では、大津波警報と津波警報の時のみ、避

難場所が開設となります。津波注意報では、避難場所

は開設されません。詳細については、『苫小牧市津波

避難計画』をご覧ください。 

リンクはこちら⇒『苫小牧市津波避難計画』 

１０月は、帰宅時刻が午後４時３０分となります。 

お子様とご確認ください。 

https://www.city.tomakomai.hokkaido.jp/files/00046800/00046870/20240403102348.pdf

